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Abstract Butterfly assemblage was monitored using a route census method at 7 observation sites 
along the Saigawa River of Nagano Prefecture in 2003-2004. It is suggested that the census data 
are to be analyzed using ER and HI-index which include the environmental value for each species. 
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は じ め に 








近年 , 生物 の 生息 環境 が 変化 し 野生 生物 の 種 の 絶 減 が 過去 に な い 速 度 で 進行 し て いる . この た め , Æ 
物 の 多様 性 を 包括 的 に 保全 し , 生物 資源 の 持続 可能 な 利用 を 行う た め の 国 際 的 な 枠組 み を 設け る 必 
要 性 が 国連 等 に お いて 議論 され た . その 結果 と し て , 地球 上 の 多様 な 生物 を その 生息 環境 と と も に 保全 
する こと , 生物 資源 を 持続 可能 で ある よう に 利用 する こと な ど を 目的 と し た 生物 多様 性 条約 が 締結 
され た . 


日 本 で は , 有 本 ・ 中 村 (2003), 石井 ら (1995), Kitahara and Fujii (1994), 清 (1988, 1996a, b), 浜 (1989), HE 
Jil (1989), 田 下 (1987, 1988, 1989, 1990), 田 下 ら (1998), 須賀 (2005), 西尾 (2005), 村田 ・ 野 原 (2005) な 
ど 数 多く の 報告 に 見 られ る よう に , 里 地 ・ 里 山 や 二 次 草 原 と いっ た 良好 な 自然 の 風景 地 が , 社会 ・ 経 済 
状況 の 変化 に より 手入れ が 行き 届か な く な り , 多 く の 種 が . これ ら の 二 次 的 自然 の 荒廃 が 進む こと に よ 
り 衰亡 し て いる こと が わか っ て き て いる . Ek, 原生 の 自然 環境 が 保全 され て いる 高山 葵 な ど で は , 5E 
性 的 な 環境 変化 が 話題 と な る こと が ある が , 昆虫 類 に お いて は , 定量 的 な 調査 は 少な く , 井原 ら (2001), 
森本 (2005) や 中 村 ら (2003), 信州 大 学 山岳 科学 総合 研究 所 ( 編 ) (2003) が み ら れ る 程度 で ある . 


この よう な 背景 の 中 で , 環境 省 で は , 希少 な 動植物 の 保全 や 市 民意 識 の 向上 の た め の レ ッ ド デー タプ ブッ 
ク の 作成 , さら に 自然 公園 法 の 改正 を 行っ た . 同 法 の 目的 は , 自然 公園 を 生物 多様 性 保全 の 屋台 骨 と 
し て 積極 的 に 活用 する た め に , 従来 の 風景 保護 に 加え , 生態 系 の 保全 と 野生 生物 保護 の 機能 を 自然 公 
園 法 に 位置 付け る た めで ある . さら に , 都 道 府 県 や 市 町 村 に お いて も , 地方 版 の レッ ド デ ー タ ブック 
を 公表 する 動き が ある (長野 県 (篇 ), 2004; 長野 市 (i), 2003 な ど ). また , 種 の 保全 と 生物 の 生息 状況 の 
把握 を 目的 と し た 条例 を 制定 する こと に より , 希少 な 動植物 の 採取 の 禁止 や 何 法 採取 され た 種 の 譲 
渡 の 禁止 な どの 規制 措置 を と っ て いる . 今後 は , 生物 多様 性 条約 の 理念 の も と で , これ ら の 法律 や 条 
例 に より 種 の 増殖 活動 に 向け た 環境 整備 な どの 対策 が 必要 で ある . その た め に は 基礎 的 な 資料 と し 
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C, 分 布 状況 を 定量 的 に 把握 する こと は 重要 で ある . 


本 研究 は , チョ ウ 和 群集 を 材料 と し て , 高山 和 帯 か ら 里 山 ま で の 環境 を モニ タリ ング し , お よそ 10 年 前 の 
1992 年 か ら 1994 年 に 実施 され た 調査 結果 ( 田 下 ・ 市 村 , 1997) お よび 2003 年 か ら 2004 年 の 調査 結果 
( 奥 又 白地 区 と 明神 地区 の 調査 結果 は 田 下 ら (2006) を 参照 ) と の 比較 を 行い , 環境 の 変化 を 評価 する 
と と も に , 標高 の 異な る 地点 で の モニ タリ ング の あり 方 に つい て 考察 し た . チ ョ ウ を 指標 と し た 環境 モ 
ニタ リン グ に つい て は , 田中 (1988), 山本 (1988), 石井 ら (1991), 中 村 ・ El (1995), 今井 ら (1996), 
Natuhara et al. (1996) な ど 多 く の 報告 が あり , 日 本 環境 動物 昆虫 学会 ( 編 ) (1998) の 解説 書 が 出版 され る 
な ど 調 査 環境 が 整っ て き て いる . さら に , チョ ウ 類 は , 一 般 住 民 に な じみ が 深く, 調査 内 容 に よっ て は 住 
民 の 参加 を 促す こと も 可能 ( 田 下 ら , 2005) で あり , 環境 教育 の 面 か ら も 良い 材料 で ある と 思わ れる . 












































材料 と 方 法 


— 


. 調 査 地 の 概 要 


信濃 川 水 系 尾川 の 上 ・ 中 流域 に 位置 する 長野 県 松本 市 (一 部 安曇 野市 ( 旧 堀 金村 )) O87 HEBR D 
松本 平 に か け て 7 ルー ト を 設定 し た . 尾川 は 北ア ルプ ス の 槍ヶ岳 (標高 3.180 m) を 水源 と し , 松本 平 
で 奈良 井川 や 高瀬 川 と 合流 , 善光寺 平 (長野 市 , 標高 320 m) で 千曲 川 に 流入 する 延長 160.7 km, 流域 
面積 2.747 km? の 河川 で ある . 中 部 地方 の 中 心 に 位置 し , 昼夜 , 夏 冬 の 寒暖 の 差 が 激しい . 降水 量 は , 上 流 
域 で 年 間 1,600-3,000 mm と 多く , 中 下流 域 で は 1.000 mm 前後 と 少な い . 上 流域 に あたる 北ア ルプ ス 
の 山間 地 で は ,1m を 超え る 積雪 が ある が , 中 下流 域 の 積雪 量 は わずか で ある . 


A 2,500 m 以上 の 尾川 源 頭 部 IE 7r Ero Ze 00) は , ハイ マツ Pinus pumila Regel な ど が 生え る 高山 帯 で あ 
り , 上 高地 周辺 の 標高 1.500 m 付 近 は ウラ ジロ モミ Abies homolepis Siebold et Zucc. や トウ ヒ Picea je- 
zoensis Siebold et Zucc. Ze ど が 極 相 林 を 形成 する 亜 高山 帯 で ある . 松本 平 は コナ ラ Quercus serrata 
Thunb. や クヌギ Quercus acutissima Carruth. な どの 落葉 性 広葉 樹林 ( 夏 緑 林 ) か ら な る 温帯 本 で ある . 


調査 地 は , WET ORR WET A; 標高 約 2.600 m) お よび 稼 線 下部 の 高山 草原 ( 蝶 ケ 岳 B: 標高 約 
2,550 m), HM AS ORY GLA; 標高 約 1.750 m), 明神 の 河畔 (明神 : 標高 約 1.530 m), 松本 平 の 
河川 堤防 上 流 , 中 流 (それ ぞ れ 松本 A, 松本 B: と も に 標高 約 620 m), 下流 (松本 C: 標高 約 5990 m) の 7 カ 
所 で ある . 各 調 査 地 の 概 要 を Table 1 に 示す . 


WE E A ZIRIA C, 広い 砂 礁 地 に ハイ マツ や クロ マメ ノ キ Vaccinium uliginosum L., キバ ナシ ャ ク ナ 
グ Rhododendron aureum Georgt な ど び が み ら れ る . 残雪 跡 に は , チン グル マ Geum pentapetalum Makino や 
シナ ノ キ ン バイ Trollius riederianus Fisch. et C. A. Mey. な どの 高山 植物 群落 が 広がっ て いる . 





















































蝶 ケ 岳 B は 入線 下部 の お 花畑 で , チン グル マ , ハク サン フウ ロ Geranium yesoense Franch. et Sav., ウサ ギ 
ギク Arnica unalashkensis Less., ミヤ マト リカ ブ ト Aconitum nipponicum Nakai な どの 花 が 咲く . HET ES A 
より も る 背 の 高い 植物 が 目立つ . 


奥 又 白 は 渓流 沿い の ルー ト で あり , イワ ノ ガ リヤ ス Calamagrostis langsdorffii Link, イワ オウ ギ 
Hedysarum vicioides Turcz., オニ シモ ツケ Filipendula kamtschatica Pall. な どの 草地 や , 3-4 m の 背丈 の 低 
い ダ ケ カ ン バ Betula ermanii Cham. の 疎 林 か ら な る .7 月 まで 一 部 に 雪渓 が 残る . 





明神 は 上 高地 の 上 流 部 で 梓川 沿い の ルー ト で ある . 樹高 10 m 程 度 の ウラ ジロ モミ や ヤナ キ 類 Sg/p sp. 
や ダケ カン バ な どの 天然 の 河畔 林 で ある . 林 縁 の 一 部 分 に ミヤ マハ タ ザ オ 4zgpjs lyrata L. var. 
kamtschatica Fisch., 7 キ Petasites japonicus Siebold et Zucc., シナ ノ ザ サ Sasa senanensis Rehder な ど が 生 
える 草地 が 見 られ る . 


以上 の 蝶 ケ 岳 か ら 明 神 に か け て は , 中 部 山岳 国立 公園 の 特別 保護 地区 に 指定 され , 原生 的 な 自然 が 残 
っ て お り , 今 回 の 調査 区 間 で は , この 10 年 間 に 人 為 的 な 改変 は 行わ れ て いな い . 


松本 A は 梓川 に 沿う ルー ト で , 堤防 が 震 堤 と な っ て お り , 樹高 6-10 m 程 度 の ニセ アカ シア Robinia 
pseudoacacia L. や ヤナ キ 類 , / ¥ Celtis sinensis Pers. な どか ら な る 幅 100 m 程 の / 林 と な っ て いる . 林間 














の 草地 は イネ 科 の 外来 種 が 主 で ある . 堤 内 地 に は 水田 が 広がる . ルー ト を 設定 し た 林内 で は 草刈 りな ど 
の 管理 は 行わ れん てい ない . 
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Table 1. The outline of observation sections and times of observation. 














; Altitude Times and period of ] Environment 
Study area Name of city (m) obseredtion Vegetation and land form around study area 
Clinpatake 2600 Jul.2003-Aug.2003  CissslandofAlpinezone,ridge 4 tine pine zone 
A Horigane 4 of mountain 
CADRES, EE 2550 和 Alpine pine zone 
B undersite of ridge 
Oku- Matsumoto Jun. 2003-Sep. 2003” : 
- Forest 
matashiro ` City (Azumi) VARY Jul. 1993-Sep. 1994” M DE TES 
Matsumoto Jun. 2003-May 2004? Riverside forest of sub-Alpine 
Forest 
nu, ps (Amami: ta 1992-Ju]-19939 one d 
Matsumoto 620 Jun. 2003-May 2004 Riverside forest of summer green Rice field 
A forest zone 
Matsumoto Matsumoto 620 14 Riverside grassland and forest of Rice field 
B City summer green forest zone (bank) 
Matsumoto , Grassland of summer green forest Rice field, 
C IN Taly eee Beers zone (bank) road, houses 





D Based on Tashita er al. (1997). 
? Based on Tashita et al. (2006). 


松本 B は 梓川 に 沿う ルー ト で , 堤 外 地 に 幅 約 10 m に わた り , 樹高 S-7 m の ニセ アカ シア や ヤナ ギ 類 が ま 
ば ら に 生え て いる . 堤防 上 に は , イネ 科 の 外来 種 に 温 じ っ て アカ ツメ クサ Trifolium pratense L., コマ ソ 
ナギ Indigofera pseudotinctoria Matsum., A ムン トリ ナデシコ Silene armeria L., 71 7 F v 9 73 Galium verum 
L. な ど が 生え て お り , 天然 石 の 練 積 の 護岸 に は 長野 県 版 レ ッ ド デー タプ ブッ ク (長野 県 ( 編 ), 2002) の 準 
絶滅 危 恨 種 に 該当 する ツメ レン ゲ Orostachys japonicus Berger が 見 られ , 比較 的 多様 性 に 富む 植生 で 
ある . 堤 防 は 維持 管理 の た め に 定期 的 に 革 刈 り が 行わ れ て お り , 草原 的 な 環境 が 保 た れ て いる . 


松本 C は 梓川 に 沿う ルー ト で 石積 護岸 や アス ファ ルト 舗装 道路 な どの 人 工 構造 物 が 多い . ニセ アカ シ 
ア , ヤナ ギ 類 の 幼 木 が 極め て まばら に 生え て いる 以外 木 本 上 類 は な い . 堤防 の 法 面 の 草地 や 護岸 に は , 外 
来 種 を 主 と し た イネ 笠 植物 ,. ツ メレ ン ゲ や コマ ツナ ギ , カワ ラマ ツバ な どの 群落 が 見 られ る . こう し 
た 草地 は , 堤防 の 維持 管理 の た め に 定期 的 に 草刈 り が 行わ れ て お り , 草原 的 な 環境 が 保 た れ て いる . 韓 
防 の 天 端 上 は 幅員 7m 程 の 車道 と な っ て お り , 堤 内 地 の 大 部 分 は , 宅地 と し て 利用 きれ て いる . 


松本 地区 の うち 松本 B,C で は , この 10 年 間 に 堤 防 の 法 面 で 恒常 的 な 草刈 に よる 維持 管理 が 行わ れ て い 
る ほか は , 土地 の 改変 は 行わ れ て いな い . また , 松本 A は , この 10 年 間 特 に 維持 管理 は され て お ら ず , 
土地 の 改変 も され て いな い . 


2. 調査 の 方 法 


調査 は , 2003 年 6 月 か ら 2004 年 月 に か け て 行っ た . モ ニタ リン グ は , 500 m の ルー ト を 設け , 月 平均 気 
温 が 10°C 以上 の 月 に , 月 2 回 の 頻度 で 実施 し た . 30 分 間 で 往復 し , 見 か けた チョ ウ の 種 名 と 個体 数 を 
記録 し た . 調査 時 間 が 30 分 内 外 の 記録 は , 種 ご と の 記録 個体 数 を 30 分間 に 換算 し た . セン サス は , 9: 
00-15: 00 の 気温 が 上 昇 する 時 間 帯 で , 開始 直前 の 照度 が 23,000 lux 以上 , 気温 が 16'C 以 上 の 状況 の も 
と で 行っ た . 気温 が 測定 され て いな い 調 査 地 に つい て は , 最寄り の 観測 地点 の 記録 を 用 い , 標高 補正 
に より 平均 気温 を 推定 し た . し た が っ て , 蝶 ケ 岳 地 区 で は 7-8 月 , 奥 叉 白地 区 で は 6-9 月 (HTF ら , 2006), 
明神 地区 で は 3-9 月 ( 田 下 ら , 2006), 松本 地区 で は 4-10 月 に か け て , それ ぞ れ 4 回 ,8 回 , 10 回 , 14 回 の 調 
査 を 行っ た . 


3. 評価 手法 


種 の 多様 性 を 示す 指標 に より 1992-1994 年 に お ける 調査 結果 ( 田 下 ・ 市 村 , 1997) と 2003-2004 年 に お 
ける 調査 結果 ( 奥 叉 白地 区 , 明神 地区 に つい て は , DEG (2006)) を 比較 し, 環境 変化 と チョ ウ 群 集 に よ 
る 評価 の 課題 を 検討 し た . 評価 指標 と し て , Shannon の 平均 多様 度 H' ( 木 元 ・ 武 田 , 1989), Simpson の 
多様 度 指数 ユ - え (日 本 環境 動物 学会 ( 編 ), 1998), RI 指数 (中 村 ・ 豊 嶋 , 1995), 環境 階級 存在 比 ER (田中 , 
1988), 環境 階級 度 ER"( 田 下 ・ 市 村 , 1997) お よび 印 指 数 ( 田 下 ・ 市 村 , 1997) を 用 いた . 重複 度 は 
Pianka の ge 指数 (日 本 環境 動物 学会 ( 編 ), 1998) を 用 いた . 
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平均 多様 度 H' は 次 式 で 算出 し た . 

HX (n/N) log, (n/N) 

また , 多様 度 指数 1- ぇ は 次 式 で 算出 し た . 

A =27z (n-1)/N(N-1) 

ここ で ,W は 総 個体 数 , ヵ は: 番目 の 種 の 個体 数 で ある . 
RI 指数 は 次 式 に より 求め た . 

RI-XR/S(M-1) 


ここ で , SLSR, MS 4 CHA. RS, ABSNRVWEL & O, 1-2 個体 を 観察 し た と き 1, 3-9 個体 を 観察 
し た と き 2,10 個体 以上 観察 し た と き 3 と し て 計算 し た . 


環境 階級 存在 比 ER は 次 式 に より 求め た . 

ER(X)=(EX,TI)/(C2T IL) 

また , 各階 級 の 指数 に 重み づけ を 行う こと に より , 一 次 元 化 し た 環境 階級 度 ER" を 次 式 に より 計算 し 
hoe 

ER"=((4ER(ps)+3ER(as)+2ER(rs)+ER(us))—10)/30 x 100 


ここ で , XX, は i 番目 の 種 の 各 環 境 段階 (a: 原始 段階 (ps), : 非 定住 利用 段階 (as), y : RN AERE 
(rs), 9 : 都市 段階 (us)) の 生息 分 布 度 , は i 番目 の 種 の 総 個体 数 , 7 は i 番目 の 種 の 指標 価 で ある . 


また , 人 為 に よる 土地 へ の 提 乱 の 状況 を 判別 する た め に , HI 指数 を 下記 に より 算出 し た . 
HI-XnD,F/(X3n,D) x 100 


ここ で , nm。 は i 番目 の 種 の 個体 数 , D; は 分 布 の 広 き の 指数 で , 0) 都市 (住宅 地 ), (2) 耕作 地 , (3) 浅い 山 
Hh + 里 山 , (4) 深い 山地 の 植 栽 林 ・ 二 次 林 ,($) 極 相 的 環境 の 5 つの うち , すべ て の 環境 に 生息 する 種 , 4 
つの 環境 に 生息 する 種 , 3 つの 環境 に 生息 する 種 , 1-2 の 環境 に 生息 する 種 に , それ ぞ れ , 0, 1, 2, 3 の 値 を 
与え た . 互 は 幼虫 期 の 食性 の 指数 で , 食 草 の 大 部 分 が 帰化 植物 ・ 栽 培 種 や 携 乱 地 へ の 先駆 植物 で ある 
種 に は 0, どちら か と いう と 帰化 植物 ・ 栽 培 種 ・ 携 乱 地 へ の 先駆 植物 を 多く 食す る 種 に は 1, どちら か 
と いう と 上 記 の 植物 種 以外 を 多く 食す る 種 に は 2, 食 草 の 大 部 分 が 上 記 植 物 種 以 外 の 種 に は 3 の 値 を 
与え る . 


ER" と HI は 原始 段階 の 環境 か ら 都 市 化し た 環境 へ 100 から 0 の 値 を 示す . 
重複 度 く の 計算 は , 次 式 に より 求め た . 

AZEN MAENAN PE (ANANN) 

ここ で , N, は 総 個体 数 で あり , ヵ 。 ぁ は 7 番目 の 種類 の 個体 数 で ある . 


さら に , 希少 種 の 生息 状況 を 表す た め に , 環境 省 お よび 長野 県 の レッ ド デ ー タ 該当 種 (長野 県 GRO, 
2004) に , 絶滅 危 恨 IA 類 (critically endangered) (2 r5, 絶滅 危 恨 TB 類 (endangered) に r=4, 絶滅 危 恨 TI 
类 (vulnerable) に 7=3, 準 絶滅 危 恨 種 (near threatened) |< r=2, 留意 种 (noteworthy, 長野 県 版 の み ) に 7=1 
の 重み 付け を 行い , 種 ご と の 個体 数 の 合計 値 =X(z) お よび 種 の 合計 値 愉 =X/ を 計算 した. 























結果 
1. 種 数 と 個体 数 


各 調 査 地 に お ける 確認 種 と 個体 数 を 調査 地 お よび 調査 年 ご と に Table 2 に 示す . 2003-2004 調査 で は , 
2,810.61 個体 , 39 種 が , 1992-1994 調査 で は , 2,877 個体 , 63 種 が 確認 され て いる こと か ら 合 計 で 3.687.53 
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個体 69 種 が 確認 され た . 種 数 は , 1992-1994 調査 と 2003-2004 調 査 間 で 蝶 ケ 岳 地区 , ALAW, 明神 
地区 で わずか に 減少 し た が , 松本 地区 で は , 同 程度 で あっ た . 個体 数 は , 蝶 ケ 岳 地 区 , 奥 叉 日 地区 , 明神 
地区 で ほぼ 半減 し た . 松 本 地区 で は , 同 程度 か わずか 増加 し た . 


調査 地 ご と の 2003-2004 調査 に お ける 個体 数 で は , 松本 B が 1.148 個体 , 松本 A が 673 個体 と 多く , HE 
^r 5 B 2337 BMA, HE EE A 2370 4L E Ze 4, この 傾向 は , 1992-1994 調査 と 同様 で あっ た . また , 種 数 

で は , BLA, 明神 , 松本 A, 松本 B で 多く , 蝶 ケ 岳 A, HET HEB, 松本 C で 少な く , この 傾向 は , 1992-1994 
P EE Ca of 


確認 され た 種 を みる と , 全 調 査 区 に お ける 全 調 査 の 合計 で . モン キチ ョ ウ の 個体 数 が 多く , 続い て モ 
ン シ ロ チョ ウ , クロ ツバ メシ ジミ , イ チ モ ン ジ セ セリ , ツ マキ チョ ウ の 順 で あっ た . また , 1992-1994 調査 
で 個体 数 が 多かっ た ツマ キチ ョ ウ は , 2003-2004 調査 で は 少な く , 代わ り に ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ が 
多かっ た . 1992-1994 調査 に 対す る 2003-2004 調査 の 個体 数 の 増減 率 で は , キナ ョ ウ , ヒメ ウラ ナミ ジャ 
FRAPS ROP D Eo t4 ST PED ソス シク ロン ロナ ョ ウ aq EE 
マ ベ ニ ヒ カ ゲ が 減少 し た . 


或 分 布 種 は . モン キチ ョ ウ が , 2003-2004 調査 で は , HET HEA, 明神 以外 の 3 調査 地 で , イチ モン ジ セ セ 
" 同じ く 2003-2004 調査 で は , HET AG A, WET BB 以外 の 3 調査 地 で 確認 され た . 


2. 多様 度 指数 


多様 度 指数 な どの 計算 結果 を Table 3 に 示す . H' や 1- AlL, 明神 や 松本 A で 高く , Hi A, B や 松本 C 
で 低く , この 傾向 は , 1992-1994 調査 と 2003-2004 調査 で 同じ 傾向 で あっ た . BRT TA, B は ,H' や 1- A23 
増加 し た . これ は , 種 数 , 個体 数 と も 2003-2004 調査 の 方 が 減少 し た が , Fig. 1 に 示す よう に 種 数 と 個体 
数 が 比較 的 均衡 し た 結果 で ある . また , 逆 に , BOA, 明神 で は , H9 1- A が 減少 し た これ は , Fig. 1 に 示 
す よ うに 個体 数 が 突出 する 種 が 出現 し , 不 均衡 に な っ た た めで ある . 松本 B は , Fig. 1 に 示す よう に 種 と 
個体 数 が 1992-1994 調査 より 2003-2004 調 査 で 均衡 し 多様 性 が 高く な っ た . 松本 C で は , 2003-2004 調 
で 種 数 が 減少 し , 多様 性 が 低下 し て いる 


種 に 生息 する 環境 に よる 重み 付け を 行っ て いる 指数 で 比較 する と, Ey E A, B は , 調査 年 に 関わ ら ず 
ER の 原始 段階 を 示す 指数 が 著しく 高く , 続い て 身 又 白 や 明神 で も 原始 段階 の 指数 が 高かっ た . 松本 A 
で は , JEE EFI H Behi の 指数 が 高く な り , 松本 C で は , 都市 化し て いる 環境 で は ある が , ミヤ マシ ジミ や 
クロ ツバ メシ ジミ ミ な どの 原始 段階 の 要素 が 強い 種 が 生き 残っ て いる こと か ら , 原始 段階 の 指数 が 高 か 
っ た . この 傾向 は , 調査 年 で 変化 な か っ た が , 松本 B で は , ミヤ マシ ジミ や クロ ツ バ メシ ジミ が 数 多く 記 
録 さ れる よう ! に な っ た こ と か ら , 2003-2004 調査 の 方 が , 原始 段階 の 指標 が 強く な っ た . これ を , ER" で 
みる と , WMA, 松本 A で 値 が 下がっ て お り , 原始 性 を 示す 種 の 個体 数 が 減っ て いる . 逆 に , 松本 B,C で 
上 が り , 原始 性 を 示す 種 の 個体 数 が 増加 し て いる . 2003-2004 調査 で は , 奥 又 白 で 特に イチ モン ジ セ セリ 
を 初め と し た 移動 性 を も つ 種 の 個体 数 が 多く 確認 され , これ ら の 移動 性 の ある 種 (日 浦 , 1973) を 計算 
上 で 評価 し な い HI 指数 で みる と 奥 又 白 で は , ほとん ど と 変化 が 認め られ な か っ た . 指数 で は , HET AA, 
B, AXA, 明神 で 変化 が み ら れ な か っ た が , 松本 地区 で ! は , 森林 化 が 進ん だ A 地 区 で 低下 し , 草原 環境 
を 維持 し て いる B,C 地 区 で 上 が っ た . 草原 性 の 種 (田中 , 1988) の 割合 は , 森林 化 の 進ん だ 奥 双 白 , 明神 , 
松本 A で 低下 し た . 


3. 种 构成 


調査 年 ご と に 確認 され た 種 の 個体 数 上 位 $ 種 に つい て Table 4 に 示し た . 調査 年 の 間 で 概ね 優 占 種 に 
大 き な 変 化 は み ら れ な い が , 明神 や 奥 又 白 で は 種 の 入れ 替わり が 目立ち , 特に 10 年 間 で 河川 の 流 路 の 
位置 が 変わ り 草 原 が な く な っ た 明神 で 大 きく 入れ 替わっ た . Ek, WET EB で は , 1992-1994 調査 で 1 
位 で あっ た クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ の 個体 数 が 激減 し .$ 位 と な っ た ほか , 松本 A で, 1992-1994 調査 で 1 位 
で あっ た ツマ キチ ョ ウ が ラン ク 外 と な っ た . 上 位 $ 種 の 個体 数 の 合計 は , 標高 が 低い 松本 地区 3 人 箇所 
で は , 1992-1994 調査 と 2003-2004 調査 で 変動 が 少な か っ た が , 標高 の 高い 蝶 ケ 績 2 人 箇所 で は , 24-35% 

と 変動 し た . Sa S] do A vol は 調査 地 の 調査 年 間 の 種 の 重複 度 @ を Table 5- 1 と Table 5-2 に 示す . 松 
本 の 調査 地 A, B, C 間 で 重複 度 が 高い が , 特に 松本 B と C 間 で 重複 度 が 高く な っ て き て いる . さら に , 
奥 又 白 と 明神 の 間 で 重複 度 が 高く な り 種 構成 が 似 て き て いる こと が わか る . 蝶 ケ 岳 A, B 間 で は , 重複 
度 は 比較 的 低く , IAP Cla, 若干 の 環境 の 相違 に より 種 が 入れ 替わる こと が 示唆 され る . な お , AXA 
RoE Ar FE) 1992-1994 調査 の 他 調 査 地 間 と の 重複 度 が 2003-2004 調査 と 比較 し て 高い の は , BRAC 
は モン キチ ョ ウ や イチ モン ジ セ セリ が , 農 ケ 岳 B で は モン キチ ョ ウ が 数 多く 確認 され た た め , 特に 松本 
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Table 3. Comparison of various index about species diversity at each study site in 1992-1994 (upper value) 
and 2003-2004 (lower value). 





Study site Year A B H' 1-4 RI C D ER ER" HI 
ps as TS US 


93-04? 15 91.0 2.37 0.691 0.600 94.0 1.6 9.55 0.37 0.07 0.02 98.2 98.6 














Chogatake A om 12 350 297 08530611 757 86 851 125 020 003 941 969 
Chogatake B 93-94 14 66.5 244 0.769 0548 970 15 8.60 121 0.15 0.04 946 986 
03 13 185 3.04 0.853 0.462 865 0.0 804 1.59 0.37 0.01 922 100.0 
Okumatashig 93-94? 29 180.5 347 0.853 0.632 87.5 17.7 7.03 231 048 0.18 87.3 992 
03» 23 85.0 3.08 0.755 0.551 75.5 494 5.96 2.81 0.79 044 810 983 
ME 92-93? 29 217.0 3.75 0.901 0.678 488 3.2 5.83 3.66 046 004 842 984 


03-04? 24 135.1 3.47 0.876 0.639 27.0 12.2 6.04 3.28 0.60 0.09 842 993 
Nene 92-03? 29 363.0 3.70 0.879 0.782 75.3 7.2 2.44 3.86 3.01 0.69 60.2 62.8 

03-04 28 336.5 3.59 0.888 0.667 58.1 13.7 1.92 4.03 324 0.81 56.8 472 
92-93” 24 336.5 3.09 0.807 0.708 94.2 12.3 3.08 2.68 3.30 0.94 59.7 51.7 
03-04 25 574.0 3.25 0.835 0.787 84.5 5.6 3.18 3.10 3.03 0.69 62.5 583 
92-93? 17 183.0 2.83 0.800 0.686 98.9 18.0 3.66 2.62 2.96 0.76 63.9 58.5 
03-04 18 221.2 2.61 0.757 0.667 98.7 6.3 4.06 2.70 2.64 0.60 67.4 74.9 


A: Total number of species. 

B: Total number of daily individuals per 500 m. 

C: The ratio of individuals living in grassland against the total number (96). 
D: The ratio of individuals with migration against the total number (96). 

? Based on Tashita et al. (1997). 

? Based on Tashita et al. (2006). 
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地区 と の 群集 に 類似 し た こと に よる . 


eS Dirt LOWE TRA は , 重複 度 が 高く 種 の 入れ 装 わ り が わずか で あっ た . X 
に , 明神 , 奥 又 白 , HE S B は 低く , 種 が 入れ 替わっ て き て いる . 


4. 希少 種 の 生息 状況 


環境 省 お よび 長野 県 に よる レッ ド デ ー タ に 該当 する 種 は , 1992-1994 調査 で は 13 FEDS, 2003-2004 調 
査 で は 11 種 が 確認 され た . 一 番 多 か っ た の は , 奥 又 白 の 1992- 1994; d 8 種 が 確認 され て いる . 個体 
数 が 著しく 増加 し た の は , 松本 B,C の 維持 管理 され た 草原 や 護岸 に 生息 し て いる クロ ツバ メシ ジミ 
と ミヤ マシ ジミ で ある . また , 松本 AB で 確認 きれ て いた ヒメ es 奥 又 白 で 確認 され て いた 
アサ マシ ジミ が 確認 で き な か っ た . タ カネ ヒ カ ゲ や クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ , ベニ ヒ カ ゲ , ミヤ マモ ン キ チ 
ョ ウ を は じ め と し て 全体 的 に 確認 され る 個体 数 は 少な か っ た . Table 6 の 下段 に は , 希少 種 の 個体 数 に 
基づい て 計算 し た 肥 , と 種 の み を 合計 し た 友 , の 計算 結果 を 示し た . MET E A, 奥 又 白 , 明神 で は , 確認 
され る 個体 数 が 希少 種 に 限ら ず 少 な か っ た こと か ら 払 は 減少 し た . 松本 A は 全体 の 個体 数 は 変化 が 
少な か っ た 割 に 談 , は 減少 した. 松本 B.C は 災 , は 増加 し た . IR, Cl, 奥 又 白 で 減少 が 顕著 で あっ た が , 他 
地区 で は , わずか に 減少 する 程度 で あっ た . 
































考 S 


1.10 年 間 で の チョ ウ 和 群集 の 変化 
1-1. 高山 常 か ら 亜 高山 帯 に か け て の 原生 的 な 自然 保全 地区 


HEROA, B, 奥 又 白 , 明神 地区 は , 国立 公園 特別 保護 地区 に 指定 さき され, 原生 的 な 自然 が 残り . 
この 10 年 間 人 為 的 な 携 乱 が 働い て いな い 環 境 で ある . 高山 帯 で は , 種 数 , 個体 数 と も に 少な く , 種 多様 
性 は 低い . 田 下 ら (1997) は , 種 多 様 性 は , 蝶 ケ 岳 の 生 線 と 都市 化 の 進ん だ 松本 C で 低い こと か ら , 風雪 
や 人 為 に よる 強い 環境 へ の 提 乱 が 種 多 様 性 の 減少 に 影響 し て いる こと を 推定 し た . 高山 帯 で は , も と も 
と 種 数 が 少な く タ カネ ヒ カ ゲ な どの 特定 の 種 の 個体 数 が 突出 する 傾向 が ある た め , 種 と 個体 数 の バラ 
ンス が 崩れ H' や 1- ぇ な どの 指数 は 低く く な る 傾向 が ある . し か し , 2003-2004 調査 で は , 個体 数 が 半減 し 
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Fig. 1. Curve of individuals against species. 





個体 数 が 突出 し た 種 が いな く な り , 種 と 個体 数 の バラ ンス が よく な っ た た め , AMIE WP LAGS 
の 指数 は 上 昇 し た . 


今回 の 調査 で は , 個体 数 の 変動 は , 平地 で ある 松本 地区 より も ゃ 高 標高 地 で 著しく , 1992-1994 調査 か ら 半 
減 し た . さ ら に , 奥 又 白 や 明神 で は , イ チ モ ン ジ セ セリ な と 低地 で 羽化 し , 飛来 する 種 が 多数 混入 し た . 


奥 又 白 や 明神 で は 、 草 原 性 の 種 が 森林 性 の 種 に 入れ 替わる 傾向 が み ら れ た . また , H' や 1- A の 値 は 減 
少し た . Xil (1993) It, ブナ の 原生 林 で は , 特に チョ ウ の 種 数 が 減少 する こと を 指摘 し て いる . 一 般 的 
に 亜 高 山 帯 の 原生 林 で は , 見 か ける チョ ウ は 少な く 種 多様 性 は 低い . この こと か ら , 奥 又 白 や 明神 は , 
河川 の 流水 に よる 提 乱 が 減少 し 安定 化し て きた 結果 と 考え られ る . 


種 に 環境 に よる 重み 付け を し た ER や 特に 移動 性 の ある 種 を 評価 し て いな い 思 指数 は , WE Hi A, B, 
奥 又 白 , 明神 で 大 き な 変 化 は み ら れ ず , これ ら の 地域 は 原生 的 な 環境 と し て 安定 し て いる も の と 思わ れ 
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Table 4. Comparison of the species of the first-fifth number of individuals at each study site. 


























Study a ala’ c d 
site Te : : t 3 a^ (9) D w (9) 
1992— C. erate A. scolymus A. rapae E. argiades Y. argus 
Matsu- 1993” 94.5 59.0 35.0 29.5 21.0 EC 96 3099 pem 60 
moto A 2003- C. erate A. rapae Y. argus E. hecabe M. dryas 228.5 3365 679 
2004 68.5 53.5 45.5 38.5 22.5 | i 
1992- C. erate A. rapae A. scolymus P. maha L. argyrogromon 
Matsu- 1993” 129.0 43.5 36.5 26.0 26.0 SE 167 MG Ue 60 
moto B 2003- C. erate A. rapae T. fischeri L. argyrogromon Y. argus 436.5 5740 760 
2004 187.5 85.5 83.5 51.0 29.0 ` ` : 
1992- T. fischeri C. erate A. rapae P. guttata P. maha 
Matsu- 1993» 66.0 35.0 25.0 18.0 9.5 dd 125 M Ae 60 
moto C 2003- T.fischeri C. erate E. argiades L. argyrogromon A. rapae 192.2 2212 869 
2004 75.5 74.4 14.5 14.0 13.9 Í : l 
1992— A. urticae A. napi A. paphia Z. callipteris N. niphonica 
Myoujin 1993” 34.0 33.0 30.0 28.0 20.5 Hn 65 zur Oe 40 
2003- N. niphonica A. metis A. urticae P. guttata L. diana 95.1 1351 704 
2004? 31.1 18.5 17.5 15.5 12.5 : - : 
1993- P. argus P. guttata C. erate E. niphonica A. napi 
Okuma- 1994» 54.0 26.5 26.0 18.5 8.0 PM tee qeu 
tsushiro P. guttata P. argus N. niphonica N. antiopa A. cardamines ii 2 
e P f ; : : 
oe 40.0 10.4 6.0 3.5 3.0 id SCH 0000 
1993- O. norna C. palaeno A. urticae E. ligea P. machaon 
Choga- 1994” 46.0 21.0 5.5 5:5 4.0 a 35 ne Sl 80 
take A O. norna C. palaeno A. urticae P. machaon P. sita 
2003 8.5 80 50 40 30 28.5 35.0 814 
1993- E. ligea E. niphonica A. urticae C. erate I. io 
Choga- 19940 23.5 17.5 13.5 5.5 1.5 ale 900 49 
take B E. niphonica A. napi C. palaeno A. urticae E. ligea SS 9 
2003 6.0 3.0 2 5 2.0 10 14.5 18.5 78.4 


a: Total number of the individuals of the first-fifth species per 500 m (1992-1994). 
a: Total number of the individuals of the first-fifth species per 500 m (2003-2004). 
b: Total number of the individuals of all species per 500 m. 

c: Average ratio of the emergence of the first-fifth species ((a/b) X 100). 

d: Overlap ratio of the first-fifth species. 

? Based on Tashita et al. (1997). 

? Based on Tashita et al. (2006). 


る 。 


な お , レッ ド デ ー タ 該当 種 で 奥 又 白 に お いて 1992-1994 調査 で 確認 きれ た アサ マシ ジミ が 確認 oan 
Pore. BEB E 1992-1994 調査 で 確認 で きた 個体 数 が 少な か っ た こと か ら , 今後 , 周辺 部 で 確認 で 
る も の と 思わ れる . 


1-2. 人 為 的 な 維持 管理 が 行わ れ て いる 里山 地区 


松本 A は , この 10 年 間 維 持 管理 が 行わ れず , 主 に ニセ アカ シア な どの 帰化 植物 に よる 森林 化 が 進ん で 
いる .H' や 1- A の 値 は , ほとん と 変化 な か っ た が , ER や HI の 値 は 低下 し , 原始 的 な 要素 が 減少 し た . また , 
堤防 法 面 の 草刈 り が 定期 的 に 行わ れ て いる 松本 B. C は , H' や 1-A の 値 は ,. ほとん どど 変化 な か っ た が , 
ER や HI の 値 が や や 上 昇 し た . これ は , 周辺 部 で 開発 が 進み 帰化 植 物 が 多い 松 本 A の よう に , 森林 化 に 

より か えっ て ER や HI 指数 が 低下 し , 草原 環境 に 原始 的 な 要素 を 含む 貴重 な 種 が 多い も の と 考え られ 
る . 現在 , 環境 省 や 長野 県 レッ ド デ ー タ ブッ ク に 記載 され , 減少 が 著しい 種 は , クロ シジミ Niphanda 
fusca (Bremer & Grey, 1852) (HEJI|, 1989), 4 オオ ルリ シジミ Shijimiaeoides divinus barine (Leech, 1893) (Jt, 
山 , 2005; 村田 ・ 野 原 ,2005: 西 尾 , 2005), チャマ ダラ セセリ Pyrgus maculatus maculates (Bremer E Grey, 
1853) (H P, 1987, 1988, 1989), ミヤ マシ ジミ (8,1988) ツマ グロ キチ ョ ウ Eurema laeta betheseba 
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Table 5-1. Overlap ratio (@) of the butterfly community between each study site Table 5-2. Overlap 
in 1992-1994 (upper value) and 2003-2004 (lower value). ratio (@) between 
1992-1994 and 
Study site ve Da. Mau Mdb tee ae E 2003-2004 
moto A motoB moto C matashiro take A f 
92-93" 0.919 Matsumoto A 0.836 
Matsumoto P 03-04 0.795 Matsumoto B ` 0.889 
MARSOC 92-93 0.442 0.525 Matsumoto C 0.923 
03-04 0.504 0.878 Myoujin 0.598 
" 92-93» 0.088 0.093 0.073 Okumatashiro ` 0.599 
rou 03-04» 0.031 0.011 0.021 Chogatake A 0.851 
E E 93-94 0.297 0.352 0.245 0.187 Chogatake B 0.617 
03” 0.054 0.035 0.071 0.452 
Chogatake A 93-949 0.003 0.003 0.004 0.087 0.032 
03 0.009 0.005 0.009 0.165 0.034 
Chogatake B 93-940 0.260 0.304 0.155 0.171 0.319 0.127 
03 0.040 0.053 0.044 0.187 0.087 . 0.327 


? Based on Tashita et al. (1997). 
? Based on Tashita et al. (2006). 








(Janson, 1878) (HF, 1990) Ze な ど が あり , 大 部 分 の 種 は , 人 為 的 に 維持 され て きた か や 場 や 河川 敷 な どの 
草原 や 荒地 に 生息 する 種 で ある . な お , 奥 又 白 や 明神 の よう に 自然 環境 が 保全 され て いる 地域 で は , 草 
原 的 な 環境 が 森林 的 な 環境 に 移行 し て も ,ER や 指数 で みる よう に 原始 性 の 要素 は 減少 し な か っ た . 


1992-1994 調査 で 確認 きれ た ヒメ シロ チョ ウ は , KA BE DICER CAR MOR. これ は , ヒメ シロ 
チョ ウ の 効 虫 の 食 草 は , 堤防 の 法 面 に は 見 られ ず , お そら く 堤 内地 の 水田 の 畔 や 水路 沿い の 草地 に 生え 
て お り , こう し た 草地 が 失わ れ た こと に よる も の と 考え られ る . 


2. チ ョ ウ 類 群集 に よる 環境 評価 の 課題 


高山 帯 は 生息 種 数 が 少な く , 総 個体 数 の 変動 が 大 きい . 逆 に , 平地 は 生息 種 数 が 多く , 個々 の 種 の 個体 
数 が 変動 し て も , 総 個体 数 の 変動 は 比較 的 少な い . これ は , 高山 帯 で は , 個体 数 が 多い タカ ネ ヒ カゲ の 個 
体 数 が 年 次 的 な 変動 で 減少 する と , その 個体 数 を 補う 種 が 出現 する 可能 性 が 低い が , 逆 に 種 数 が 多い 低 
地 で は , 松本 に お ける ツマ キチ ョ ウ の よう に 個体 数 が 激減 する 種 が 現れ て も , 減少 し た 個体 数 を 補う 種 
が 出現 する 可能 性 が 高い こと に よる も の と 思わ れる . 吉田 (2004) は ., チ ョ ウ に お ける 個体 数 の 年 次 変 
動 は 無視 で きず , 単 年 調査 の 危険 性 を わき まえ た うえ で 議論 する 必要 が ある と し , また , UHR (1996, 
2005) や 頭山 ・ 中 越 (2004) は , 個体 数 の 影響 を 受け る 多様 度 指数 の 課題 を 論じ て いる . 今回 の 調査 に お 
vC UE EA, B で 種 数 , 個体 数 が と も に 減少 し た の に 反し て H' や 1- 4 な どの 多様 度 指数 が 見 か け 
の うえ で 上 昇 し た . 希少 種 に つい て も 個体 数 の 年 次 変動 は ある も の と 考え られ る こと か ら , 個体 数 を 加 
味 し た 所 の よう な 指標 は , 調査 を 継続 し た うえ で 評価 する の が 妥当 で あろ る ろう. その 点 で , ER や HI の 
よう に 個体 数 の 変動 に 影響 を 受け に くい 指標 に よる 評価 は 効果 的 で ある と 思わ れる . 評価 の 表し 方 
と し て Fig. 2 に 示す よう 1- AE BR" や HI の よう な 種 の 重み 付け を 考慮 し た 指数 と し な い 指 数 の 2 次 
元 で 表示 する 方 法 が 考え られ る . 


過去 の 文献 に は 「o 地 区 に は た くさ ん の 個体 が 見 られ る | と する 表現 が 多く 見 受け られ る が , 箇所 の 特 
定 き を で きず , 現在 の 状況 と 比較 検討 が な づか し いこ と が 多い . 定量 的 な 調査 は , 多く の 労力 を 必要 
と する こと か ら 。, 毎 年 継続 し て 多く の 定点 で 観測 する こと は 困難 で あり , 定性 的 な 記録 も で きる か ぎり 
後 年 の 比較 に 耐え 得る よう な 形 で 記録 する 必要 が あろ う . 


3. 今後 の 環境 管理 の あり 方 


今回 の 調査 で は , 堤防 の 草刈 り 等 の 維持 管理 が 行わ れ た 松本 B,C で 希少 種 の 個体 数 が 増加 し , 良好 な 
環境 が 保 た れ た . 減少 し て いる 種 の 多く は , か や 場 な どの 草原 や 新 炭 林 な どの 林 和 齢 の 若い 林 , 堤防 の 
法 面 の 草地 な ど に 依存 し て 生息 し て いる . 現在 で は , か や 場 や 新 炭 林 の 必要 性 が 薄れ て き て お り , be 
防 の 草地 が 種 の 保全 の 場 と し て 重要 な 位置 を 占め つつ ある . Kitahara and Fujii (1994) や Spitzer et al. 
(1997) は , 人 為 等 に よる 提 乱 が 希少 種 の 保全 や 種 の 多様 性 に 結び つく こと を 報告 し て いる . 河川 の 護岸 
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Fig. 2. Yearly changes on 1- 4 and HI-index. 





工法 は ヤナ ギ 等 の 木 本 上 類 に よる 近 自 然 工法 (Begemann and Schiechtl, 1997; 桜井 , 1991 など) と と も に , 
チョ ウ 類 の 保全 の 面 か ら は , HELL し た 箇所 を 残す 工法 の 採用 が 必要 で ある (リバー フロ ント 整備 セン タ 
— ( 編 ), 1992; H F, 1996; Tashita and Ichimura, 1996; H F Ò, 2006). & 5 に, 堤防 の 法 面 は , 在 来 植物 に 
よる 緑化 が 望ま し い が , 技術 面 や 流通 面 で いく つか の 課題 が 指摘 され て お り (中 野 , 2005: BH, 
2003), 今後 は , 外来 牧草 で 緑化 し た 草地 か ら 在 来 植物 へ の 植生 の 移行 方 法 を 検討 する 必要 が あろ う . 


草原 的 な 環境 に 生息 する 種 の 保全 に は , 草刈 りな どの 維持 管理 が 不可 欠 で ある . この た め に は , 多く 
の 労力 を 必要 と する . 現在 で は , 日 本 チョ ウ 類 保全 ネッ トワ ー ク に よる 活動 (HH 本 チョ ウ 類 保全 ネッ 
トワ ー ク (ii), 2005) や 地域 住民 に よる オオ ルリ シジミ の 増殖 活動 (東御 市 ( 編 ), 2004; 丸山 , 2005), 住民 
に よる ビオ トー プ づ くり (塩原 , 1996) な どの ボラ ンティア 活動 が 行わ れ 始 め て お り , 今後 , 知識 の 普及 
と と も に 活動 の 拡大 が 望ま れる . 


また , 高 山 帯 や 亜 高山 帯 は 、 紫 虫 類 に つい て 定量 的 な モニ タリ ング 記録 が 少な いう え , 人 為 的 な 影響 を 
受け て いな い 環 境 で あり , 温暖 化 の 影響 (環境 省 ( 編 ), 1997; H T, 2002 な ど ) を 知る うえ で も 重要 な 
地域 と 考え られ る . 継続 し た モニ タリ ング 調査 の シス テム づく り が 望ま れる . 
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筆者 ら は , 2003 年 6 月 か ら 2004 年 5 月 に か け て 信濃 川 水系 屋 川 流域 の 標高 22600m か ら 600 m 
に か け て の 7 入所 ( 奥 又 白地 区 と 明神 地区 は 田 下 ら (2006) 参照 ) に お いて , ライ ン セ ン サ ス 法 に 
より チョ ウ の 種 と 個体 数 を 数 を る モニ タリ ング 調査 を 実施 し , 1992 年 7 月 か ら 1994 年 9 月 の 
調査 結果 ( 田 下 ・ 市 村 , 1997) と 比較 し た . 


その 結果 , 全 調査 区 の 合計 で 69 种, 5,687.53 個体 が 確認 され た . 1992-1994 調査 2003-2004 調査 で は , 
種 数 の 変化 は わずか で あっ た が , 個体 数 は , HET A, B, AXA, 明神 で 半減 し た . 松本 A, B,C で は , 
同 程度 で あっ た . H' や 1- 4 の 値 は , 個体 数 の 変動 の 影響 を 受け て 変動 し た が , ER や HI は, BLOW 
ケ 岳 か ら 車 高山 帯 の 明神 で 変化 は 認め られ な か っ た . 奥 叉 白 と 明神 は , 森林 化 に より , ER や HI の 値 は 
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原始 段階 を 示し た が , 種 多様 性 は 減少 する 傾向 が 見 られ た . 平地 の 松本 A は , 帰化 植物 に よる 森林 化 
が 進み , ER や HI の 値 は 原始 性 の 要素 が 低下 し, 種 多 様 性 も 減少 し た . また , 松本 B, C は , 草地 の 維持 
管理 が 行わ れ , 稀少 な 種 が 保全 きれ た こと か ら ,ER や HI の 値 の 原始 性 の 要素 が 向上 し た . 


これ ら か ら , 平地 の 草原 に 多く の 貴重 な 種 が 生息 し , 草原 を 維持 する こと の 大 切 さ が 認識 され た . 
特に 高山 簿 や 亜 高山 否 で 調査 年 に より 個体 数 の 変動 が 大 きく , 1- な どの 種 多 様 性 の 指標 に 影響 が で 


る こと か ら , チョ ウ 和 群集 を 評価 する 際 に は , 個体 数 の 影響 を 受け に くく する た め に , 種 に 環境 の 重み 
付け を し た ER や HI と 合わ せ て 評価 する の が 妥当 と 考え られ た . 
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今回 の 調査 の 機会 を 与え を て いた だ いた 環境 省 , 長野 県 に , また , 調査 に ご 協力 いた だ いた 長野 県 環境 
保全 研究 所 の 須賀 丈 氏 . 松本 むし の 会 (松本 市 ) の 横山 裕之 氏 , 日 本 昆虫 協会 長野 支部 の 小林 久夫 氏 ほ 
か 会 員 の 各氏 に 深く 感謝 する 次 第 で ある . 


本 研究 は , 環 中 部 許 第 040408003 号 , 長野 県 教育 委員 会 指令 15 教文 第 14-10 号 な どの 許可 を 得 て 実 施 
し た . また , 1992-1994 年 の 調査 は , 河川 整備 基金 の 助成 を 受け て 実施 し た . 
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Summary 


Butterfly assemblage was monitored at seven sites (Chogatake A, B, Okumatashiro, Myoujin, Matsumoto A, 
B, C) along the Saigawa River, Nagano Prefecture, in 1992-1994 (Tashita et al.) and 2003-2004. The num- 
ber of species was 69 and number of individuals was 5687.53 in total through all study sites. The number of 
species shows less change between 1992-1994 and 2003-2004, but the number of individuals shows large 
changes especially at high-altitude sites (Chogatake A, B, Okumatashiro and Myoujin). Shannon’s H' and 
Simpson's 1—A changed by the influence of the number of individuals. ER, ER" and HI-index was almost un- 
changed at each site of Chogatake A, B, Okumatashiro and Myoujin. The vegetation at Okumatashiro and 
Myoujin changed from grasslands to natural forests duaring this decade and species diversity decreased, while 
the value of ER and HI-index indicated that the primary stages were nearly the same as in 1992-1994. The 
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vegetation at Matsumoto A, a human living zone, changed to secondary forest with naturalized plants, and 
both values of species diversity and ER and HI-index show its environment as becoming poorer. Many rare 
species were found at Matsumoto B, C, where the grassland had been preserved by human management. 
Because the value of species diversity indices such as Shannon's H' and Simpson's 1—4 is influeneed by the 
change of individual number (e. g. the large change observed between 1992-1994 and 2003-2004 especially 
at high-altitude sites), it is necessary to analyze census data using ER and HI-index including the environmen- 
tal value for each species. 
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